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一般社団法人 日本ユング派分析家協会（AJAJ）主催 

2020 年度 第８回 日本ユング心理学研究所 研修会のご案内 

 

日 時： 2021 年 3 月 7 日（日）12：00～16：45 

会 場： オンサイト： 連合会館（東京都千代田区神田駿河台 3-2-11） 

オンライン： ＺＯＯＭ 

 

 
 

＜開催要領＞ 

 

１. 開催形態： オンサイト＆オンライン聴講型（全体講演・分科会／基礎コースとも） 

 

・会場に直接ご来場頂く（オンサイト）か、ZOOM でご視聴頂く（オンライン）かを選択して頂けます。 

・オンライン聴講の場合、一方向的に講義をご視聴頂けますが、音声での発言はできません。 

ご質問等は、Zoom のチャット機能を使用して頂くことになります。 

・講師はオンサイト（会場）です。

 

ご挨拶 
 

   コロナ禍の中、皆様方にはお変わりなくお過ごしでしょうか。 

私ども AJAJの研修会も今年で８回目を迎えることとなりました。ご承知のとおり、 

昨年３月にこの第８回研修会を予定しておりましたが、新型コロナウィルスに関する 

政府声明を受け、やむなく急遽中止とさせて頂きました。そこで今年度は、感染拡大 

防止の観点より、オンラインでも聴講して頂ける形で、昨年度と同じテーマで改めて 

第８回日本ユング心理学研究所研修会を開催することと致しました。 

 

   全体講演は、山口素子先生が「ユング派の心理療法と親面接」と題してお話しくださ 

います。ご講演を通じ、ユング派心理療法の中で親面接をどのように位置づけ、実践す 

ればよいのか、皆様方が日々取り組んでおられる臨床の経験と照らし合わせつつ、 

今一度思いを巡らせ、個性化と親面接について、考えを深める機会として頂けましたら 

幸いです。 

 

昨年、残念ながらご参加頂けなかった皆様、また、今年度初めてという皆様にも 

それぞれの学びの場として、奮ってご参加頂けましたら幸いです。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

2021 年 1 月吉日 

 

一般社団法人 日本ユング派分析家協会（AJAJ） 

会長 豊田 園子 

 



 

 2 

２. 定 員： １８０名（定員に達し次第、受付締切） 

 

３. 参加資格： 以下いずれかの条件を満たす方 

① 日本ユング心理学研究所の登録会員・聴講生・候補生 

② 心理臨床の実践に職業として携わっている方 

③ 臨床心理学を専攻する大学院生 

 

４. 参加費（10％消費税込み） 

①一般：￥6,600- ②登録会員：￥5,500- ③聴講生・候補生：￥4,400- 

  ＊②③は、それぞれ日本ユング心理学研究所の登録会員・聴講生・候補生で、それ以外は①一般となります。 

 

 

５. 研修内容： 

（１） 全体講演： 時 間 12：00～13：30 （受付は 11：30 より） 

  会 場 連合会館（２階）大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

（２）分科会／基礎コース：  時 間 13：45～16：45 

以下の６グループ（分科会４・基礎コース２）に分かれて行います。 

     

＊事例提供ご希望の方は、お申込の際、その旨と事例概要（100字程度）をお書き添えください。 

＊発表者は原則オンサイトでの参加となります。 

 

 

【第 1分科会】 河合 俊雄（京都大学こころの未来研究センター） 

「バウム・テストの見立てとユング派心理療法」 

ユングは「哲学の木」を著したように、木の象徴性に関心を持っていた。しかしバウム・テストにおける見立て

は、むしろバウンダリーなどの木の型式的特徴に基づくものであると思われる。ユング派の視点からのバウ

ム・テストを考え、事例検討を行いたい。 

＊事例募集します。バウム・テストだけの場合も可能です。 

 

テーマ： 「ユング派の心理療法と親面接」 

講 師：  山口 素子（山口分析プラクシス） 

概 要： ユング派心理療法は「個性化」を基礎とするきわめて個人的なものであると考えられている。 

そのため母子平行面接での母親面接とユング派の心理療法は別物であるという考えを漠然と持つ人は多いので

はないだろうか。しかし、母親という個人に向き合わず、こどものみを考えるセラピーは壁に突き当たることが多く、 

子供のためという考えがむしろ子供のセラピーそのものの障害になっていることもある。母親のためというだけではな

く、子供のためという観点も含め、ユング派心理療法における個性化と親面接について論じたい。 
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【第２分科会】 川戸 圓（川戸分析プラクシス） 

「漱石における西洋との出会いとそこから生まれた科学観と心の病からの旅立ち 

           ～河合隼雄の目指した『新しい科学』（中沢新一氏より）との比較検討～」 

これは少々長い講義になりそうなので、数回に分けて論じたいと考えているが、連続して聞いて頂かなくても

一回、一回で心理療法について考えるヒントとなるものをお伝えできればと目論んでいる。参加を希望される

方は、河合隼雄がユング派分析家の資格取得後 1967 年に著した『ユング心理学入門』（岩波現代文庫）の

第 1 章「心の現象学」を必ず読んでおいて頂きたい。初版本で 18 ページほどなので困難ではない。そこで

「How」と「Why」の違いが述べられているが、それはまさに漱石が『文学論』および『文学評論』で論じた問

題でもあった。『文学論』『文学評論』はイギリス留学から帰国した漱石が、東大で行った講義「英文学概説」

のまとめである。その後漱石は東大を去り、『文学論』『文学評論』を捨て、創作作家へと旅立ったのである。

河合隼雄が目指した「新しい科学」と漱石が捨てた「科学」とはどこが違ったのか、試行錯誤しながら論じてみ

たい。 

 

【第３分科会】 田中 康裕（京都大学） 

  「身体症状／疾患をもつクライエントとの心理療法」 

 「心身症」と総称されるこころの問題の関与が大きい身体疾患があることが知られるようになり、

かつ、ターミナルケアを含めたリエゾン医療への参加が要請されるようになった今日、心理療法家が

身体症状／疾患を抱えるクライエントと出会う機会も増えてきている。この分科会では、事例を通し

て、ユング心理学の観点から症状や疾患をいかに理解しアプローチするのかについて考えてみたい。 

＊身体症状／疾患をもった事例を募集します。心理療法の経過中にそれが発現した事例も歓迎します。 

 

【第４分科会】 桝藏 美智子（立命館大学、ぽこあぽこ分析オフィス） 

「夢のとりくみについて考える」 

W.ギーゲッリッヒの「夢との取り組み」（『神話と意識』所収）を読み、夢を通してのたましいの概念、夢中遊行、

未知と内的無限などについて味わいつつ、夢について必要な姿勢やその理解について深めていきましょう。

（新しく出版される本に、加筆修正版が入っていますので、こちらも参照いたします。） 

 

参考文献：W.ギーゲリッヒ『神話と意識』（日本評論社）、『Working With Dreams : Initiation into the Soul’s 

Speaking About Itself 』(Routledge, 2020 年 11 月末日出版予定) 

（テキストを入手しにくい場合は、事務局まで相談ください。） 

 

【基礎コース-１】 田熊 友紀子（代官山心理・分析オフィス） 

「『水の方へ降りていく』： ユングの文献から『水と無意識』について学ぶ」 

ユングは「集合的無意識の諸元型について」の論文で、意識から無意識の深淵に入っていくプロセスを描

出しています。そのプロセスの最初の段階で「人間が水の方へ降りていく」ことの重要性をユングが述べて

いるように、心理療法に現れる“水”はユング派心理療法の基礎としても重要と考えます。本セミナーでは、

ユングの上記論文を概観し、水イメージの流れに沿うことについて考えてみたいと思います。さらに、”水”が

表現された事例をとりあげて検討します。 

    文献：C.G.Jung『元型論』（紀伊國屋書店）所収 第Ⅱ論文「集合的無意識の諸元型について」 

 

【基礎コース-２】 吉川 眞理（学習院大学） 

「ユング心理学と禅」 

ユングはその晩年に禅を通して日本に出会っていた。ユングと禅との出会いや、その理解を、禅学者の鈴木

大拙や久松真一とユングの出会いに焦点を当てつつ明きらかにすることを試みる。そこにユングによる自己

の概念と禅における悟りの体験の親和性を浮かび上がらせていきたい。 

文献：河合隼雄『ユング心理学と仏教』（岩波現代文庫）
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６. 参加申込について 

お申込の方は、件名を「AJAJ 第８回研修会申込」とし、以下の内容を明記のうえ、メールまたは FAX

にてお申し込みください。 

 

❈ 記載事項：１）参加ご希望の分科会または基礎コース 

      ２）ご希望の参加形態（オンサイト or オンライン） 

３）参加されるご本人の氏名・ご連絡先 

       Ａ）一般の方：①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） ②住所 ③返信用のご連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ／FAX）  

④所属 ⑤職業／専攻 

   ＊臨床心理士の方は、臨床心理士番号もお書き添えください。 

   Ｂ）登録会員：①氏名 ②登録会員番号 ③返信用のご連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/FAX/住所） 

  ４）事例提供ご希望の方は、その旨と事例概要（100 字程度）をお書き添えください。 

 

❈ 宛  先： 一般社団法人 日本ユング派分析家協会（AJAJ）事務局 

   e-mail： infoajaj@circus.ocn.ne.jp 

   ＦＡＸ： 075-253-6560 

❈ 申込締切： 2021 年 1 月 31 日（日） 

 

７. 参加可否について 

・申込締切後の２月初～中旬頃に、お書き頂いたご連絡先に通知を差し上げます。 

・お申込み受付は原則として先着順とさせて頂きますが、希望者多数の場合には参加頂けない場合

もありますので、予めご了承ください。 

・参加証等は発行いたしません。 

・申込者本人のみご参加可能です。 

 

８. 参加費のお振込について 

参加頂ける方につきましては、2021 年 2 月 25 日（木）までに、下記口座までお振り込みください。 

 

       振込先: 三井住友銀行 京都支店 普通 ７９０８８４３ 

           一般社団法人 日本ユング派分析家協会 
 

＊振込明細は領収書代わりになりますので、必ず保管し、当日ご持参ください。 

   ＊お振込みは、必ず本人のお名前でお願いします。（異なる場合は、事前にご連絡ください） 

   ＊納入された参加費はご返金できませんので、ご了承ください。 

 

９. 会場／ZOOM 情報について 

・オンサイト参加の皆様におかれましては、別紙地図をご参照ください。 

・各分科会の会場・ZOOM情報につきましては、3 月 5 日（金）までにメールにてお知らせ致します。 

 

１０. 研修ポイントについて  

全体講演と分科会の両方に参加された場合、日本臨床心理士資格認定協会の臨床心理士教育・研修

規定別項第２条(4)により、一般参加２ポイント、事例発表者４ポイントの取得となります。 

 

＊ 新型コロナウィルスの感染が確認された場合、保健所等の公的機関からの求めに応じて参加者の情報

をお伝えする場合があります。 

 

お問合せ先: 一般社団法人 日本ユング派分析家協会（AJAJ）事務局 

 住 所： 〒604-8126  京都市中京区高倉通蛸薬師下る貝屋町 558 澤田ビル 2 階 201 号 

 ＦＡＸ： 075-253-6560   e-mail： infoajaj@circus.ocn.ne.jp
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連合会館 

東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 

URL： https://rengokaikan.jp/access/index.html 

 

 

   ■アクセス方法 

   【交通機関】 

    ●地下鉄 

     丸ノ内線／新宿線をご利用の方は地下道を通り、千代田線方面へ 

     東京メトロ 千代田線 新御茶ノ水駅 Ｂ３出口 ※ （徒歩０分） 

     東京メトロ 丸ノ内線 淡路町  Ｂ３出口 ※ （Ｂ３出口まで徒歩５分） 

     都営地下鉄 新宿線  小川町  Ｂ３出口 ※ （Ｂ３出口まで徒歩３分） 

     ※Ｂ３ａ・Ｂ３ｂ出口は、違う方向へ出ますのでご注意ください。 

    ●ＪＲ 

     ＪＲ中央線・総武線・御茶ノ水駅・聖橋口 （徒歩５分） 


